
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
海成分が易アルカリ溶解性ポリエステルであり、島成分が単繊維繊度０．５～０．０５デ
シテックスのポリエステルである海島型ポリエステル繊維とポリアミド繊維と

てなる布帛を形成した後に、ポ
リエステル繊維の海成分の少なくとも一部を溶解し、 ベンジ
ルアルコール溶液
収縮処理することにより、単繊維繊度が５．０～０．５デシテックスのポリアミド繊維と
した後、 仕上
げする染色布帛の製造方法。
【請求項２】
布帛の表面に露出しているポリエステル繊維が少なくとも６０％以上である請求項 載
の染色布帛の製造方法。
【請求項３】
海島型ポリエステル繊維とポリアミド繊維がマルチフィラメントであり、これにエアー混
繊、仮撚り混繊、タスラン混繊から選ばれる加工により混繊されている請求項１

記載の染色布帛の製造方法。
【請求項４】
請求項１～ のいずれかに記載の方法により製造された染色布帛。
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の混繊糸を
経糸および緯糸としてなる布帛、または、該海島型ポリエステル繊維と該ポリアミド繊維
のどちらか一方を織物の経糸あるいは緯糸として交織され

次いで、該布帛を拡布状で、
に浸漬した後、８０～９８℃の熱湯水に投入、浸漬し、布帛を連続的に

９０℃～１３０℃で染色し、ポリアミド繊維を少なくとも１５％収縮させて

１記

または２
に

３



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ポリエステル繊維とポリアミド織物との混用した染色布帛およびその製造方法
に関する。
【０００２】
更に詳しくは、微毛感タッチの良好なソフト性を有しながら、極めて緻密なコンパクト感
のある張り、腰のある風合いを兼備し、且つ簡単に風合いの多様性が図れる染色布帛とそ
の製造方法に関するものである。
【０００３】
【従来の技術】
一般に、ポリエステル繊維は高結晶で剛性が強く、布帛にしたときはガサガサして着心地
はさほど良くないものである。また、ポリアミド繊維は染色性は良いものの、ツルツルし
た風合いで外衣には不向きでパンストやインナーウェア用途で展開されている。従って、
これらの混用した布帛はガサガサ、ツルツルした風合いとなり、婦人服に代表される高級
衣服には作り得ない。
【０００４】
かかる問題に対し、ポリエステル繊維では単繊維繊度を細くし、ソフトな風合いを作る試
みがあるが、溶融紡糸での糸切れの問題から、せいぜい単繊維繊度は０．８デシテックス
程度のものが限界であった。そこで海島型ポリエステル繊維に代表される、単繊維繊度が
０．５～０．０５デシテックスの極細繊維が作られたが、これを単独で用い、構成される
布帛は腰がなく、極めてタラタラしたものとなり、衣服にするには不十分であった。
【０００５】
一方、ポリアミド繊維は上述したようにツルツルした風合いを改善するため、繊維の断面
を三角～五角形にしたり、酸化チタンを混入させて繊維表面の摩擦係数を上げてサラット
した風合い作りを試みているが、ポリアミド繊維のヤング率が低いという本質的な物性の
ために、張り、腰がなく外衣にはまだ作り得ないものであった。
【０００６】
近年、ポリエステル繊維とポリアミド繊維との混用した布帛としては、特開平２－８４５
９１、特開昭６１－３４２７６、特開昭６３－６１３０に代表されるように、ポリエステ
ル成分とポリアミド成分が放射状に接合された複合繊維、いわゆるフィブリル繊維が知ら
れている。
【０００７】
また、特開平２－８４５９１ではフィブリル型複合繊維をフィブリル化することにより、
単繊維繊度が１デニール以下のポリエステル繊維とポリアミド繊維が得られるフィブリル
型複合繊維の製造方法が知られている。特開昭６１－３４２７６ではフィブリル化後に単
繊維繊度が０．５デニール以下のポリエステル繊維とポリアミド繊維が得られるフィブリ
ル型複合繊維の製造方法が知られている。特開昭６３－６１３０ではモノフィラメントと
フィブリル型複合繊維との交織織物の製造方法が知られている。
【０００８】
これらの公知の方法はいずれもポリエステル繊維とポリアミド繊維が複合されたフィブリ
ル型複合繊維であり、各成分がフィブリルした後は、単繊維繊度としては１．１デシテッ
クス或いは０．５デシテックス以下の細繊維でそれなりのソフトな風合いを作り得る。
【０００９】
しかしながら、該繊維は複合するポリエステル成分とポリアミド成分の繊度（単繊維繊度
）が製糸の段階で決められてしまうため、布帛にしたときにいつも同じ風合いとなり、飽
きられる傾向がある。風合いに多様性を持たせるために、いろいろな単繊維繊度の複合繊
維を作ることも考えられるが、製造効率が悪く、実際には作り得ないのが、実状である。
【００１０】
また、従来のポリエステル繊維とポリアミド繊維とを混用した布帛では、婦人服に代表さ
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れる高級衣服の風合い、即ち、ソフトで、張り、腰がある風合いは得られていないという
問題があった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、微毛感タッチの良好なソフト性を有しながら、極めて緻密なコンパクト
感のある張り、腰のある風合いを兼備し、且つ簡単に風合いの多様性が図れるポリエステ
ル繊維とポリアミド織物とを混用した染色布帛とその製造方法を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明は下記の構成を有する。
【００１３】
　すなわち、本発明は、海成分が易アルカリ溶解性ポリエステルであり、島成分が単繊維
繊度０．５～０．０５デシテックスのポリエステルである海島型ポリエステル繊維とポリ
アミド繊維と

てなる
布帛を形成した後に、ポリエステル繊維の海成分の少なくとも一部を溶解し、

ベンジルアルコール溶液
収縮処理することにより、単繊維繊度が５．０～０．５デシテッ

クスのポリアミド繊維とした後、
仕上げする染色布帛の製造方法、

　上記方法により得られた染色布帛の製造方法、
に関する。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下本発明を詳細に説明する。
【００１５】
本発明でいう海島型ポリエステル繊維とは海成分に易アルカリ溶解性ポリエステルを、島
成分に単繊維繊度が０．５～０．０５デシテックスのポリエステル繊維を海島状に複合し
た複合繊維である。
【００１６】
本発明の海成分の易アルカリ溶解性ポリエステルは、島成分のポリエステルに対して、３
％苛性ソーダ溶液で９８℃×６０分間処理したときのアルカリ溶解（減量）速度が３０倍
～２００倍速く溶解するポリエステルと定義される。すなわち、熱アルカリ液で海成分を
選択的に溶解させ、相対的に溶解速度の遅い島成分のみを残して極細のポリエステルを布
帛とした後に作り得るものである（脱海処理）。
【００１７】
アルカリ溶解速度が３０倍未満の海成分では溶解速度が遅すぎて、島成分が残存し、風合
いが硬くなるので、好ましくない。また、２００倍を越える海成分はポリマーの融点が低
くなり、複合繊維の紡糸或いは延伸工程で糸切れが多くなり、製糸が困難となり好ましく
ない。ソフトな風合いと製糸性との兼ね合いから、好ましくは３０倍～２００倍の溶解速
度を持つ海成分であり、更に好ましくは５０～１５０倍のものが良い。
【００１８】
かかる易アルカリ溶解性ポリエステル成分としては、具体例を示すならば、ポリエステル
にスルホイソフタル酸を４．０～１０．０モル共重合した共重合ポリエステル、スルホイ
ソフタル酸にポリエチレングリコールを１～１０ｗｔ％さらに共重合した共重合ポリエス
テル等である。また、イソフタル酸、アジピン酸、アゼライン酸等の酸成分およびポリプ
ロピレングリコールなどのジオールを適量、共重合させたものも用いることができる。
【００１９】
島成分のポリエステルは上記アルカリ溶解速度の相対的に遅い、通常の リエチレンテレ
フタレート等を用いることが好ましい。海成分が速く溶けて、島成分の極細糸を簡単に得
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の混繊糸を経糸および緯糸としてなる布帛、または、該海島型ポリエステル
繊維と該ポリアミド繊維のどちらか一方を織物の経糸あるいは緯糸として交織され

次いで、該
布帛を拡布状で、 に浸漬した後、８０～９８℃の熱湯水に投入、
浸漬し、布帛を連続的に

９０℃～１３０℃で染色し、ポリアミド繊維を少なくと
も１５％収縮させて
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られるからである。
【００２０】
島成分の単繊維繊度は０．５～０．０５デシテックスであるが、０．５デシテックスを越
える太繊度のものは風合いが硬くなり、好ましくない。また、０．０５デシテックスの未
満の細繊度糸では風合いがタラタラ過ぎて腰がなくなることおよび製糸で糸切れが発生し
やすくなり、好ましくない。
【００２１】
かかる海島型ポリエステル繊維は別々に溶融された海成分と島成分ポリマーが同一の口金
の中で接合する、通常の複合紡糸装置で１１００～１４００ｍ／分の紡糸速度で紡糸でき
る。紡糸後は３．５～４．０倍に延伸し、延伸糸を得る。
【００２２】
延伸糸の総繊度は、例えば４０～３００デシテックス、フィラメント数は５～５０フィラ
メントで、１フィラメントあたり島本数が４０～９０島であることが好ましい。また、海
成分と島成分の複合比率は海成分は８～３０ｗｔ％の割合で複合しているものが好ましい
。
【００２３】
かかる延伸糸を用いて布帛とした後に、海成分を溶解、除去して、島成分の単繊維繊度が
０．５～０．０５デシテックスのポリエステル繊維を得る。
【００２４】
本発明でいうポリアミド繊維とは、ナイロン６、ナイロン６６などのポリアミド系繊維で
ある。
【００２５】
ポリアミド繊維の単繊維繊度は５．０～０．５デシテックスであり、上記の島成分のポリ
エステルより全体に太めの繊度である。これはポリアミド繊維はポリエステル繊維に比べ
てヤング率が低く、腰がない風合いになるため、ポリエステルと混用したときに少しでも
太い繊度にして腰を強くするためである。また、ベンジルアルコール処理でポリアミドを
収縮させて腰のある風合いを得るための風合いバランスを考慮した単繊維繊度に設定して
いる。
【００２６】
かかるポリアミド繊維の単繊維繊度は５、０デシテックスを越える太繊度のものは風合い
が硬くなり、好ましくない。また、０．０５デシテックス未満の細繊度糸では風合いがソ
フトになり過ぎて腰がなくなることから、好ましくない。
【００２７】
上記海島型ポリエステル繊維とポリアミド繊維の糸形態としては、糸形態はマルチフィラ
メント、紡績糸のいずれでも限定するものではないが、風合いを簡単に創出できることお
よび風合いを制御しやすいことことから、マルチフィラメントが好ましい。
【００２８】
かかるマルチフィラメントで混用する利点は、ポリアミド繊維は原糸品種が多く、単繊維
繊度が極めて多様なものがあり、従って、海島型ポリエステル繊維と混用することにより
、簡単に多様な風合いが得られやすいことである。
【００２９】
かかるマルチフィラメント同士で混繊したものとしてはエアー混繊糸、仮撚り混繊糸、タ
スラン混繊糸が良い。これは混繊加工した後、布帛に形成後にポリアミド繊維がベンジル
アルコール溶液処理を受けて、大きく収縮して混繊糸の中心部（芯部）に入り適度な腰の
ある風合いを付与し、一方の極細のポリエステルが混繊糸の表面（鞘部）に浮かびあがり
、微毛タッチの絶妙な風合いが得られ、好ましい布帛を創出できるからである。
【００３０】
具体的には、エアー混繊は通常の方法で上記芯／鞘構造が作ることができる。仮撚り混繊
は嵩高の風合いが得られるが、更に風合いを高質なものとするには、布帛形成後のベンジ
ルアルコール処理で更に大きく収縮させるように、通常の仮撚り加工温度より低めの１４
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０～１８０℃の低温領域で仮撚りすることが好ましい。また、タスラン混繊加工によれば
、ポリアミド繊維に対し、海島型ポリエステル繊維側にオーバーフィードをかけて混繊加
工することにより、布帛とした後のベンジルアルコール処理でポリアミド繊維（芯）とポ
リエステル繊維（鞘）との糸長差を極めて大きくでき、膨らみのある風合いが得られるこ
とから、最も好ましい方法である。
【００３１】
一方、かかる混繊加工することなく、上記海島型ポリエステル繊維とポリアミド繊維をそ
れぞれ単独に用いた織物も、本発明の特徴ある風合いが得られるので好ましい。ポリエス
テル繊維とポリアミド繊維のどちらか一方を織物の経糸あるいは緯糸として交織されたも
のであり、更にはポリエステル繊維を経糸とし、ポリアミド繊維を緯糸として交織されて
いるものは、織物の収縮バランスがとれてコナレのある風合いとなり、より好ましい布帛
である。
【００３２】
続いて、混繊糸あるいは海島型ポリエステル、ポリアミドをそれぞれ単独に用いて、通常
の方法で交織、交編、製布する。
【００３３】
製織方法としては、従来の公知の方法がいずれも使用できる。織機としては、フライシャ
ットル式、エア－ジェット式、ウォ－タ－ジェット式、レピア式、スルザ－式の何れの方
式の織機を使用しても良いが効率的な製織を行えることから、エア－ジェット式、ウォ－
タ－ジェット式、レピア式、スルザ－式が特に好ましい。また、織物の組織としては、限
定することはないが、平織、ツイル、繻子織り、二重織、リップストップ組織が本発明の
特徴が発揮できるので好ましい。
【００３４】
編み物では製編方法としては、従来の公知の方法がいずれも使用できる。編み物の形態は
丸編み地、経て編み地、横編み地等であり、編み物の組織としては、限定することはない
が、スムース、天竺、ミラノリブ組織が本発明の特徴を特に発揮できるので好ましい。ま
た、不織布であってもよい。
【００３５】
次いで布帛の染色加工について説明する。
【００３６】
布帛形成した生機を、通常の方法で精練し、次いで、海島型ポリエステル繊維の海成分を
熱アルカリ液で溶解、除去する。溶解条件としては限定しないが、８０～１１０℃の比較
的低温領液で処理すると、海成分を選択的に溶解除去できるので、好ましい。
【００３７】
次いで、ポリアミド繊維側をベンジルアルコール溶液で加熱しながら収縮処理するもので
あり、収縮を十分にさせるため、少なくとも８０℃に加熱しながら収縮処理することが好
ましい。処理方法としては連続処理或いは液流染色機のバッチ方法が適用できるが、本発
明では極細のポリエステルを用いていることおよびポリアミド繊維側がベンジルアルコー
ル溶液で大きく収縮するので、加工シワが発生しやすく、これを防止できることから、連
続処理方法が好ましい。
液流染色機のバッチ方法では加工シワ、特にロープ状の加工シワが発生しやすい傾向があ
る。
【００３８】
連続処理としての一例は次のとおりである。
【００３９】
１５～４０％のベンジルアルコール溶液を布帛に浸漬し、これをマングルで均一に絞り、
引き続き、精練槽で８０℃～９８℃の熱湯水に投入、３～５分浸漬処理する方法である。
この方法は布帛を拡布状で連続して処理できるもので、処理効率が良く、処理コストも小
さく、メリットが大きい方法である。このような処理設備は通常の染色加工場の設備で十
分対応できるものである。
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【００４０】
上記のベンジルアルコール処理で、布帛は少なくとも１０％以上収縮できる。これを引き
続き、９０℃～１３０℃の温度で染色することにより、更に５％以上収縮でき、ベンジル
アルコール処理と染色を合わせて１５％以上収縮させることが好ましい。ここで、収縮率
は、次の式で示される値であり、幅収縮率、長さ収縮率のいずれかにおいて、１５％以上
収縮されることが好ましい。
【００４１】
Ａ、幅収縮率（％）＝｛生機幅（ｃｍ）－仕上げ品の幅（ｃｍ）｝×１００／生機幅（ｃ
ｍ）
Ｂ、長さ収縮率（％）＝｛生機長さ（ｍ）－仕上げ品の長さ（ｍ）｝×１００／生機長さ
（ｍ）
染色は通常の方法で染色することができ、例えば、ポリエステル側は分散染料で、ポリア
ミド側は酸性染料で染色することができる。染色後は通常の方法で仕上げセットし、仕上
げる。
【００４２】
かかる製造方法により、微毛感タッチの良好なソフト性を有しながら、極めて緻密なコン
パクト感のある張り、腰のある風合いを兼備し、且つ簡単に風合いの多様性が図れるポリ
エステル繊維とポリアミド織物との混用した染色布帛が得られる。
【００４３】
本発明の染色布帛は、かかる特徴を有することから、婦人・紳士・子供用のコート、ジャ
ケット、ブルゾン、スラックス、ブレザー、スーツ、シャツ、ドレスシャツ、およびスポ
ーツ用アスレチックウェア、ゴルフウェア、およびユニフォーム等として好適に用いるこ
とができる。
【００４４】
【実施例】
以下、本発明を実施例で説明する。なお、以下の実施例、比較例で示した評価は、次の方
法で実施したものである。
【００４５】
（１）布帛の繊維の単繊維繊度の測定
仕上げた染色布帛を分解して、これを走査型顕微鏡で分解糸の糸の断面１０ケ所を観察し
、写真に撮影する。この糸の断面のサイズから島成分のポリエステル繊維およびポリアミ
ド繊維の単繊維繊度（平均値）を読みとる。
【００４６】
（２）布帛表面のポリエステル繊維の露出面積
布帛を 5.0%の黒色の金属錯塩酸性染料で染色、染色されないポリエステル繊維側を走査型
顕微鏡で布帛表面を１０ケ所観察し（ポリアミド繊維側は黒色に染色）、露出している面
積の割合（平均値）を読みとる。
（３）ソフト感、膨らみ感
風合いを１０人の風合い判定者で官能判定し、
◎　：ソフトで膨らみがあり、極めて良好
○　：　良好
△　：ソフトで膨らみがなく、　やや不良
×　：　不良
（４）張り、腰
風合いを１０人の風合い判定者で官能判定し、
◎　：適度な張り、腰があり、極めて良好
○　：　良好
△　：張り、腰ががなく、やや不良
×　：　不良
（５）海成分の溶解性
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布帛中の海島型ポリエステルの海成分含有量（海成分の複合率）がアルカリ処理で海成分
含有量の少なくとも５％以上上回るように布帛が減量、溶解した状態で、このものを 0.05
%のカチオン染料で染色したときに布帛が殆ど染色されていないことを海成分の溶解性が
良好として評価した。
（６）仕上げ加工収縮率
織、編に製布した生機に対し、アルカリ処理、ベンジルアルコール処理、染色を経て仕上
げた加工布の収縮率を仕上げ加工収縮率と定義して、布帛の幅および長さ方向の収縮率を
下記式で算出した。
【００４７】
Ａ、幅収縮率（％）＝｛生機幅（ｃｍ）－仕上げ品の幅（ｃｍ）｝×１００／生機幅（ｃ
ｍ）
Ｂ、長さ収縮率（％）＝｛生機長さ（ｍ）－仕上げ品の長さ（ｍ）｝×１００／生機長さ
（ｍ）
実施例１
＜製糸＞
(1)海島型ポリエステル繊維
海成分として、ポリエステルに５－ナトリウムスルホイソフタル酸を４．８モル共重合し
た共重合ポリエステルを用いた。
【００４８】
島成分として酸化チタンを０．４ wt%添加したホモポリマーポリエステルを用い、 1フィラ
メントあたり島本数８０島で、海成分 :２０ .０ｗｔ％、島成分：８０ .０ｗｔ％の比率で
複合紡糸した。
【００４９】
通常の複合紡糸装置で紡糸速度 1400m/minで溶融紡糸し、紡糸後は３．８倍の延伸を行い
、海島型ポリエステル繊維延伸糸を得た。延伸糸は６６デシテックス、９フィラメント（
720島）のマルチフィラメント糸であり、強度： 5.2ｇ／デシテックス、伸度： 28%であっ
た。
(2)ポリアミド繊維
酸化チタンを０．２ wt%添加した極限粘度０．６５のナイロン－６の重合体を紡糸速度 300
0m/分で溶融紡糸し、延伸倍率１．６９倍、延伸速度８２０ｍ／分の条件で延伸した。延
伸糸は 78デシテックス、 68フィラメントのマルチフィラメント糸であり、強度： 5.1ｇ／
デシテックス、伸度： 36%であった。
＜糸加工＞
上記ポリアミドマルチフィラメント糸を芯糸とし、上記海島型ポリエステルマルチフィラ
メント糸にオーバーフィード１１％をかけて鞘糸としたタスラン混繊加工を行った。得ら
れた混繊加工糸は 151デシテックス、 77フィラメントのループ混繊糸であり、加工糸の強
度： 4.8ｇ／デシテックス、伸度： 44%であり、既にやや膨らみ感のある加工糸であった。
＜製布＞
得られた混繊加工糸を経糸及び緯糸に用い、ウォ－タ－ジェット織機で織物に製布した。
この時の織物組織は平組織で、織物の幅は１８５．０ｃｍ、織物の長さは６５．０ｍ、織
物密度は、経糸密度１２５本／吋、緯糸密度８８本／吋の生機であった。
＜染色加工＞
得られた生機を精練（９５℃×２分、拡布連続精練）し、次いで液流染色機で 2.8％苛性
ソーダ溶液を用いて、９８℃× 70分間処理し、水洗した。引き続き、生機を拡布状で、 30
%ベンジルアルコール溶液に浸漬した後、これをマングルでピックアップ率８０％として
均一に絞り、引き続き、９５℃の熱湯水に投入、５分間浸漬して布帛を連続的に収縮処理
した。その後、水洗、乾燥した。
【００５０】
次いで１７５℃の乾熱でピンテンターでセットした。次いでブルーの分散染料と酸性染料
を用いて液流染色機で１２０℃× 60分間染色し、仕上げた。
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【００５１】
なお、この加工におけるアルカリ処理ではポリエステルの海成分が完全に溶解しているこ
とを確認した。また、ベンジルアルコール処理による織物の幅収縮率と長さ収縮率は１８
．８％、１３．５％であり、引き続き行った染色と合わせて仕上げの加工収縮率は表１の
結果であり、１５％以上の加工収縮であった。仕上げ品は幅：１２７．１ｃｍ、長さ：４
８．４ｍ、経糸密度１８２本／吋、緯糸密度１１８本／吋であった。
【００５２】
この仕上がり織物についての性能結果を表１に示す。
比較例１
海島型ポリエステルマルチフィラメント糸に替えて通常のポリエステルマルチフィラメン
ト糸（５４デシテックス、７２フィラメント、単繊維繊度： 0.77デシテックス）を用いた
以外は実施例１と同様に混繊加工、製布、ベンジルアルコール処理、染色し、仕上げ処理
を行った。
比較例２
実施例１において、ベンジルアルコール処理をしない以外は、実施例１と同様にして織物
を得た。
【００５３】
比較例１、比較例２により得られた織物の性能結果を表１に示す。
【００５４】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５５】
注）  Ｔ：ポリエステル繊維側、　Ｎ：ポリアミド繊維側
表１に示すように、本発明は微毛感タッチの良好なソフト性を有しながら、極めて緻密な
コンパクト感のある張り、腰のある風合いのブルー色の極細ポリエステル繊維とポリアミ
ド繊維との混用織物であった。また、混繊加工により、海島型ポリエステルと各種のポリ
アミド繊維との混繊が簡単に行え、風合いの多様性が図れ、効率よく製造できるものであ
った。
【００５６】
更には、原糸の製糸、タスラン混繊加工、製織、海成分の溶解処理、ベンジルアルコール
処理、染色など各工程でのトラブルは全くなく、円滑に製造することができた。
【００５７】
比較例１では風合いがハードであり、好ましくないものであった。比較例２では　加工収
縮が不足しており、扁平な風合いで平凡なものであった。
実施例２
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＜製糸＞
(1)海島型ポリエステル繊維
８４デシテックス、３６フィラメント（ 4320島）の延伸されたマルチフィラメント糸を用
い、強度： 5.4ｇ／デシテックス、伸度： 26%であることを除いては、実施例１に準じて製
糸、マルチフィラメント延伸糸を得た。
【００５８】
(2)ポリアミド繊維
実施例１と同様に製糸し、マルチフィラメント延伸糸を使用した。
＜製布＞
糸加工で混繊加工することなく、上記延伸糸の海島型ポリエステル繊維を単独に用いて経
糸に、ポリアミド繊維を単独に用いて緯糸に交織織物にした。この時の織物組織は綾（２
／２ツイル）組織で、織物の幅は１９０．４ｃｍ、織物の長さは６６．４ｍ、織物密度は
、経糸密度１４４本／吋、緯糸密度９０本／吋の生機であった。
＜染色加工＞
得られた生機をグレーの分散染料と酸性染料を用いて液流染色機で染色したことを除いて
実施例１に準じて、アルカリ処理、ベンジルアルコール処理、染色し仕上げた。
【００５９】
なお、この加工におけるアルカリ処理ではポリエステルの海成分が完全に溶解しているこ
とを確認した。また、ベンジルアルコール処理による織物の幅収縮率と長さ収縮率は２０
．２％、１４．９％であり、引き続き行った染色と合わせて、仕上げの加工収縮率は表２
に示したとおりであり、１５％以上の加工収縮であった。仕上げ品は幅：１２５．５ｃｍ
、長さ：５４．１ｍ、経糸密度２１８本／吋、緯糸密度１１０本／吋であった。
【００６０】
この仕上がり織物の性能結果を表２に示す。
【００６１】
比較例３
海島型ポリエステルマルチフィラメント糸に替えて通常のポリエステルマルチフィラメン
ト糸（８６デシテックス、９６フィラメント単繊維繊度： 0.89デシテックス）を用いた以
外は実施例２と同様に製布、ベンジルアルコール処理、染色し、仕上げた。
【００６２】
比較例３のより得られた織物の性能結果を表２に示す。
【００６３】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６４】
表２に示すように、本発明は微毛感タッチの良好なソフト性を有しながら、極めて緻密な
コンパクト感のある張り、腰のある、素晴らしい風合いのグレー色の極細ポリエステル繊
維とポリアミド繊維との混用綾織物であつた。なお、原糸の製糸～製織～海成分の溶解処
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理～ベンジルアルコール処理～染色を通じてトラブルは全くなく、スムーズに製造するこ
とができた。
【００６５】
比較例３では風合いがハードであり、膨らみ感に欠け、扁平な風合いで平凡な織物であっ
た。
【００６６】
【発明の効果】
本発明により、微毛感タッチの良好なソフト性を有しながら、極めて緻密なコンパクト感
のある張り、腰のある風合いを兼備し、且つ簡単に風合いの多様性が図れるポリエステル
繊維とポリアミド織物との混用した染色布帛を提供することができた。 10
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